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ベースロード市場（BL市場）の約定結果について

 2019年11月22日にBL市場の2019年度第3回オークション（2020年度受渡分、入
札期間：11/12～11/22）の約定処理が行われた。

 全国での約定量は267.8MW（1年間の電力量に換算すると約23.5億kWh）であり、
各エリアの約定量及び約定価格は以下のとおり。
– 北海道エリア：約定量12.9MW（1.1億kWh）、約定価格12.45円/kWh
– 東京・東北エリア：約定量193.6MW（17.0億kWh）、約定価格9.40円/kWh
– 西エリア：約定量61.3MW（5.4億kWh）、約定価格8.70円/kWh

 2019年度のオークションの約定量の合計は、534.3MW（約46.8億kWh）。
 また、昨年度の常時バックアップの調達量は約100億kWhであり、今回のBL市場の約
定量は約23.5%（2019年度の合計で約47%）に相当する※。
※ 昨年7月に取りまとめた「中間とりまとめ」において、常時バックアップとBL市場は政策目的が一部重複することから、BL市

場からの調達に移行を促すこととされている。

商品エリア 約定量（MW） 約定量（億kWh） 約定価格（円/kWh）

北海道 12.9 1.1 12.45

東京・東北 193.6 17.0 9.40

西 61.3 5.4 8.70
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３．今後の対応
 大規模発電事業者の自己又はグループ内の小売部門に対するベースロード電源に係る卸供給
価格と推定される価格が、ベースロード市場へ供出した価格を不当に下回っていないか確認を行う。

– その確認にあたっては、大規模発電事業者の自己又はグループ内の小売部門の収益・費用の構造や小
売平均料金を参照する。その際、大規模発電事業者の自己又はグループ内の小売部門の受渡年度に
おける小売取引のうち、以下のような取引について、ベースロード市場へ供出した価格との整合性をヒアリ
ング等を通じて確かめていく。

 公共入札の結果、落札価格がベースロード市場への供出価格を下回るような取引

 小売市場重点モニタリングの調査の対象となった取引

 受渡年度の実績が確定した後、実績発電コスト・実績発電量と想定発電コスト・想定発電量と
の比較に必要な根拠の提出を求め、各事業者の供出上限価格の算定における想定が合理的な
ものであったか確認する。

 ベースロード市場活性化のため、翌年度以降においても引き続き入念に監視を行う。

「ベースロード市場の監視結果について」（令和元年12月9日（月）電力・ガス取引監視等委員会）より
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買い入札の状況

 電力・ガス取引監視等委員会の監視の結果、買い入札量は売り入札量を相当程度
下回っていたことが確認された。

 また、各エリアのBL市場の約定価格と、基準エリア（北海道、東京、関西）の2018年
度平均エリアプライスを比較すると、どのエリアにおいてもBL市場の約定価格が平均エリア
プライスを下回っている。

商品エリア 約定価格（円/kWh）
基準エリアの

2018年度平均エリアプライス
（円/kWh）

北海道 12.45 15.03

東京・東北 9.40 10.68

西 8.70 8.88
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今後の議論の進め方

 今回の取引によって、2019年度のベースロード市場は全3回のオークションを終えた。今
後、取引状況の詳細な分析等を行い、今後のベースロード市場の在り方等について検
討を進めていくこととしたい。検討に当たっては、電力・ガス取引監視等委員会において
実施した、買手である小売電気事業者に対するヒアリング結果も参考にする。

（出典）「ベースロード市場の監視結果について」（令和元年12月9日（月）電力・ガス取引監視等委員会）


